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 高校入試に向けて  

 ３年生の生徒と保護者の方を対象とした進路説明会を、10 月５日（木）【第１回進路説明会（私立高

校）】と 10 月 24 日（火）【第２回進路説明会（県立高校）】に実施する予定です。 

 第２回進路説明会（県立高校）では、７校の県立高校の特色を説明していただきます。第２回について

は説明会の様子を録画して、１週間程度ご覧いただけるようにします。視聴についての詳細は、後日 tetoru

や進路だより「羅針盤 NO.7」にて連絡いたします。 

11 月２日（木）～８日（水）に実施する３年生の三者面談では、私立高校の受験校などを決定します。

１、２年生の保護者の皆様にも２年後、１年後を見据えていただくために、高校入試制度の概略をお知ら

せいたします。 

 

 

～高校入試制度の概略～  
 

１ 私立高校入試について（１月中旬～下旬に入試） 

令和６年度私立高等学校入試日程一覧のデータは、 

http://www.ibaraki-shigaku.jp/pdf/r06nyushi_nittei_h.pdf に掲載されています。 

（１）受験区分 

①単願 

・その高校への進学を第一希望にしている。 

・合格した場合は、必ずその高校へ進学する。入学辞退はできない。 

・併願に比べ、合格点が低く設定されている。 

・その他、高校ごとに準単願（私立内第一希望）や条件付き単願（希望コースに合格した場合、単

願に切り替える）などもある。 

  ②併願 

   ・他に第一志望の高校があり、そこが不合格の場合の進学先として私立高校を受験する。 

（２）入試方法 

①推薦入試 

・令和６年１月９日（火）※入試日は同一日に統一されている。 

   ・単願で、学業、人物が優れており、規律違反がなく、中学校長が推薦でき、各高校の推薦基準を

満たしている生徒。 

  ②一般入試 

   ・併願受験のみ実施する高校と、単願及び併願受験の両方で実施する高校（試験日は同じ）があ 

る。 

   ・併願は、単願に比べ、合格点が高い。 

   ・推薦入試が不合格でも一般入試での再受験ができる。 

 

２ 茨城工業高等専門学校入試について 

（１）求める入学志願者像 

   ・成績が優秀で、理科や数学が好きな人。科学技術の分野に興味がある人。 

（２）入試方法 

  ①推薦選抜 

・合格した場合は、必ず進学する。入学辞退はできない。 

   ・３年間の９教科の評定合計が、118 以上の者。 

   ・２学年進級時に、選択した主専攻を優先的に選択できる。 

   ・合格者の選抜は、適性検査（数学、理科）と面接（口頭試問を含む）の総合点及び調査書で総合

評価される。（総合評価の内訳は、適性検査 50％、面接 50％） 

  ②学力選抜（一般） 

   ・合格者の選抜は、学力検査（国語、社会、数学、理科、英語の５教科）と調査書の総合評価で判

断する。なお、数学と理科はそれぞれ傾斜配点（100 点×1.5）、その他は各 100 点の配点となる。

（総合評価の内訳は、適性検査 80％、調査書 20％） 



 

３ 県立高校入試について （県立高校に合格した場合の入学辞退はできない。） 

  ３年生は、夏の三者面談時に配られた資料を参考にしてください。 

 

（１）共通選抜（Ａ群選抜とＢ群選抜） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特色選抜について（実施する高校としない高校がある） 

令和６年度入試で特色選抜を実施する高校ついては、茨城県教育委員会 HP > 高校入試 > 令和 6

年度茨城県立高等学校入学者選抜における特色選抜実施概要一覧(予定)をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）第２次募集について 

 


